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○「俸給関係」 ・ 「諸手当関係」・

「給与の支給関係」について、その

内容を事項別に解説（根拠となる法

令を表示）

○ 給与実務に役立つ事例を掲載

○ 給与実務に必要な勤務時間・休暇、

育児休業等の制度を掲載

・特別休暇（出産サポート休暇）の新設

及び非常勤職員の休暇等の改正

本書は、一般職の国家公務員の給与制度全般について、最新の制度に基づき、事項別にその

取扱いについてわかりやすく解説したものです。給与実務担当者に日常お使いいただくてびき

として、大変好評を得ております。

『令和 ４ 年版』の主な改正内容

申 込 書
お申込み・お問合せは、

全国の政府刊行物センター
全国の官報販売所
全国の書店

☆期末手当の支給月数の改正

・期末手当の支給月数の０.１５月分引下げ

・令和４年６月期の期末手当の特例措置

☆令和４年１０月からの人事評価制度の

見直しに係る改正概要及び経過措置

・人事評価の評語の段階 ５段階→６段階

・昇格及び昇給の基準等

☆令和４年４月１日現在の法令改正等を

全て反映（６箇月超定期券の取扱い 他）

〒102-0082 東京都千代田区一番町19番地 TEL03-3239-8031

給 与 実 務 担 当 者 必 携



令和 ４ 年版

国 家 公 務 員 給 与 の て び き
－その仕組みと取扱い－

第Ⅰ部 俸給関係
１ 俸給表の種類とその適用範囲

２ 級別標準職務及び職務の級の定数
(1)級別標準職務
(2)職務の級の定数

３ 初 任 給
(1)適用俸給表の決定
(2)初任給基準表、学歴免許等資格区分及び

経験年数
(3)職務の級の決定基準
(4)号俸の決定
(5)号俸決定の特例

４ 昇 格
(1)昇格の要件
(2)在級期間表の適用方法
(3)昇格の要件の特例
(4)昇格させた場合の号俸の決定
(5)昇格させた場合の号俸の決定の特例

５ 新たに指定職俸給表を適用する職員
（人事院指令に基づくものに限る。）

6 初任給基準又は俸給表の適用を異に
する異動

(1)職務の級の決定基準
(2)号俸の決定
(3)号俸決定の特例

7 昇 給
(1)昇給日及び評価終了日
(2)昇給区分の決定
(3)昇給の号俸数
(4)昇給の号俸数の調整
(5)研修、表彰等による昇給
(6)特別の場合の昇給
(7)最高号俸を受ける職員についての適用除外
(8)職員への通知等
(9)平成27年1月1日における昇給の特例

8 降 給
9 上位資格の取得等の場合の号俸の決定
10 復職時等における号俸の調整
11  俸給の訂正
12  俸給の切替え
13  再任用職員等の俸給
14  任期付職員及び任期付研究員の給与等

〔俸給関係 附属資料〕
・俸給表、各種基準表
・人事評価制度の概要について
・昇格及び昇給への人事評価の結果の活用に

関する留意事項等について

第Ⅱ部 諸手当関係
１ 扶養手当
２ 住居手当
３ 通勤手当
４ 単身赴任手当
５ 期末手当
６ 勤勉手当
７ 地域手当
８ 広域異動手当
９ 研究員調整手当
10  寒冷地手当
11  特地勤務手当及び特地勤務手当に

準ずる手当
12  超過勤務手当
13  休日給
14  夜勤手当
15  宿日直手当
16  管理職員特別勤務手当
17  俸給の特別調整額
18  本府省業務調整手当
19  俸給の調整額
20  特殊勤務手当
21  初任給調整手当
22  専門スタッフ職調整手当
23  非常勤職員の給与

〔諸手当関係 附属資料〕
・諸手当支給早見表、日割計算の要否 等

第Ⅲ部 給与の支給関係
１ 給与の支給

(1)支払の原則 (2)支給の方法
(3)給与の減額 (4)俸給の半減
(5) 減給

２ 給与簿
(1)給与簿の作成義務
(2)給与簿の体系
(3)給与簿の様式
(4)給与簿の取扱い
(5)給与簿の検査

３ 休職者の給与
４ 派遣職員の給与

（参考）勤務時間・休暇、育児休業等の制度

〔給与の支給関係 附属資料〕
・端数処理一覧表
・給与の支給の計算例
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